
第
八
巷
　
　
紹
　
　
介

ε
所
謂
歴
史
藝
衛
論
を
否
定
し
、
歴
史
は
叫
鰯
の
丈
化
科
塗
で
あ

る
、
文
化
彊
値
一
般
を
墨
的
ア
プ
リ
オ
リ
ε
し
て
経
験
の
単
性
文

化
的
認
識
を
求
む
る
科
墨
で
あ
る
ミ
結
論
し
て
み
る
。
以
上
第
一

部
に
於
て
猫
立
の
科
瞬
ぐ
」
し
て
の
歴
史
學
を
確
立
し
た
る
後
、
第

二
部
．
魔
羅
學
の
研
究
方
法
に
偉
き
進
み
、
第
二
章
縄
験
粉
鉱
在
の

確
立
、
第
三
章
解
毒
に
於
て
、
歴
史
事
實
の
確
定
方
法
、
史
料
の

種
類
、
．
史
料
羅
刹
、
歴
史
の
補
助
科
學
に
つ
い
て
叙
し
、
史
費
ミ

し
て
確
立
さ
れ
た
縄
験
的
實
在
を
丈
化
償
値
一
般
に
係
ら
し
め
て

認
識
し
て
始
め
て
奥
實
の
正
だ
し
き
解
羅
が
な
し
得
ら
れ
る
ミ
論

じ
た
。
第
四
章
把
捉
に
於
て
、
解
灘
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
個
々
の

臣
歴
史
概
念
は
丈
化
彊
値
羽
虫
に
係
ら
し
め
て
ま
ミ
ま
っ
た
全
離
に

把
拠
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
か
く
し
て
眞
の
↓
般
史
が
訊
回
る
。
一

般
史
は
便
宜
上
量
的
、
質
的
に
間
分
さ
れ
る
が
、
か
く
し
て
生
す

る
特
殊
文
化
史
は
そ
れ
自
身
で
は
歴
史
學
上
無
意
味
で
あ
る
、
こ

れ
ら
の
特
殊
文
化
愛
は
丈
化
償
値
｝
般
に
係
ら
し
め
嚇
般
史
の
部

分
－
こ
し
て
見
て
始
め
て
歴
史
素
的
に
有
意
義
で
あ
る
・
こ
叙
べ
て
る

・
る
。
か
く
て
著
者
は
こ
の
見
解
を
支
那
史
の
隣
代
匠
劃
に
適
用
し

で
る
る
、
還
郷
褒
を
量
貯
に
考
察
す
れ
ぜ
股
ま
で
は
郡
聞
耳
待
代

就剛

l
號
　
　
　
一
五
載
　
　
（
山
ハ
七
山
ハ
）

で
、
こ
れ
は
自
然
の
時
代
に
し
て
歴
史
的
時
代
で
な
い
、
澗
以
後

東
漢
末
ま
で
を
三
家
的
時
代
、
そ
れ
琢
後
戸
宋
ま
で
を
過
渡
時
代

ミ
し
、
そ
の
後
現
代
ま
で
を
普
蓬
的
文
化
軽
羅
ミ
す
る
。
支
郷
吏

を
質
的
に
見
れ
ば
、
般
ま
で
が
祭
卜
時
代
で
こ
れ
は
歴
史
時
代
で

な
い
。
周
か
ら
悪
漢
末
ま
で
は
攻
治
時
代
、
以
後
麿
末
ま
で
か
過

渡
時
代
、
そ
れ
以
後
は
普
蓬
文
化
時
代
で
あ
る
ミ
論
じ
て
み
る
、

こ
の
時
代
廣
刻
に
つ
い
て
は
眼
界
に
於
て
議
論
の
多
い
こ
ミ
で
あ

ら
う
。
爾
著
者
は
巻
末
の
附
録
『
支
那
ε
國
家
』
に
於
て
こ
の
考
へ

方
を
敷
賢
し
て
る
る
。
最
後
に
第
五
章
段
蓮
に
於
て
歴
史
叙
蓮
が

現
實
の
再
現
に
忠
臣
な
る
鮎
に
於
て
特
配
で
あ
り
、
同
峙
に
糎
刷

性
を
叙
述
す
る
鮎
に
於
て
藝
術
的
想
像
を
必
要
－
こ
す
る
こ
ご
を
承
．

認
し
て
み
る
。
（
京
都
，
中
外
出
版
糞
行
、
定
言
金
武
園
）
〔
安
藤
）

　
　
　
鯵
京
都
府
史
蹟
勝
地
調
査
會
報
告
（
第
四
嚴
）

　
蓮
華
刊
行
の
同
會
報
告
書
の
第
四
僻
で
、
大
正
十
一
年
度
に
於

け
る
調
査
を
．
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
百
四
十
二
頁
、
團
版
四

十
五
枚
、
妙
趣
す
べ
て
二
世
に
異
な
る
所
な
く
、
魚
心
、
梅
原
爾

委
員
の
一
歩
＋
三
郡
に
亙
る
三
＋
籐
の
各
種
の
史
蹟
の
報
告
が
載

せ
ら
れ
て
あ
る
が
、
今
生
な
印
行
の
期
に
際
し
魚
調
髪
士
重
患



に
罹
っ
た
爲
、
同
氏
執
筆
の
中
世
以
後
の
記
述
が
少
く
、
梅
原
委

員
の
上
代
強
直
の
慧
跡
が
大
部
分
を
占
む
る
の
結
果
に
な
つ
だ
の

が
別
に
京
都
大
學
の
岩
橋
小
彌
算
氏
執
筆
に
係
る
乙
訓
郡
眞
経
寺

ミ
北
桑
旛
郡
画
才
騨
祉
の
調
査
の
二
連
を
牧
録
し
た
の
で
、
そ
の

闘
が
幾
分
補
は
れ
て
あ
る
。

　
春
ま
報
告
の
主
な
る
も
の
を
撒
へ
る
ε
、
巻
頭
の
愛
宕
郡
下
脊

の
纏
塚
は
一
咋
年
初
夏
の
候
偶
然
登
見
せ
ら
れ
た
仁
李
三
年
の
銘

あ
る
纏
筒
や
厨
子
等
を
埋
葬
し
た
蚕
要
な
遽
跡
の
紹
介
で
あ
り
、

相
樂
郡
鑓
司
の
強
跡
は
我
が
鱗
銭
史
上
顯
暇
な
岡
地
の
慧
跡
に
關

す
る
、
白
煙
ミ
遺
物
「
こ
の
精
…
査
を
録
し
た
も
の
。
古
墳
の
調
査
に

は
唐
鏡
を
獲
見
し
た
特
殊
の
構
造
の
向
日
町
長
野
の
墳
墓
、
前
方

後
混
載
の
前
方
部
に
算
置
の
竪
穴
式
石
室
の
調
書
な
る
「
寺
戸
の

大
塚
古
墳
」
を
は
じ
め
、
埴
輪
土
偶
を
聚
亡
し
た
何
鹿
郡
東
八
田

ε
綴
喜
郡
非
手
村
の
爾
古
墳
、
石
創
片
の
嵐
た
芦
原
の
扁
古
境
等

が
あ
る
し
、
寺
趾
に
は
恭
仁
宮
を
施
入
し
て
叢
話
た
磯
原
の
國
分

寺
蛙
ミ
綴
喜
郡
の
諸
手
暴
挙
の
二
つ
の
著
し
い
も
の
が
載
っ
て
み

る
。
古
寺
の
調
査
で
は
上
蓮
岩
橋
氏
執
筆
の
敷
経
寺
の
精
緻
な
記

載
の
外
鷺
烏
朝
の
優
秀
な
佛
像
を
安
置
し
た
落
丁
郡
の
佛
南
寺
、

第
・
入
巷
、
　
細
．
　
介
」
内

縣
佛
、
、
鰐
自
、
総
馬
、
．
古
記
録
其
の
他
各
種
の
什
費
の
多
い
船
非

郡
大
七
光
寺
、
大
通
皇
師
の
諜
像
を
牧
擁
す
る
南
桑
田
郡
瑞
嚴
寺

古
文
、
書
の
多
い
天
蓋
郡
露
量
寺
等
が
牧
め
ち
れ
て
あ
る
。
鮮
、
明
な

三
主
ξ
併
せ
見
る
に
す
べ
て
の
競
跡
が
よ
く
分
明
す
る
。
古
い
丈

化
の
中
心
で
あ
る
山
城
の
藏
跡
が
こ
の
如
く
し
て
漸
次
記
録
の
上

に
保
存
さ
れ
て
行
く
の
は
軽
し
學
界
の
欣
び
で
あ
る
。
本
書
も
ミ

非
三
振
で
あ
る
が
本
節
は
百
部
を
限
の
京
郡
柳
馬
忠
魂
條
下
ル
似

島．

ｰ
が
實
喪
五
園
で
頒
布
の
許
し
を
得
た
㌔
こ
の
事
で
あ
る
か
ら
希

塾
者
は
同
所
に
申
込
ま
れ
た
い
（
京
都
府
曳
行
）

　
　
　
⑳
東
京
府
史
蹟
勝
地
調
査
報
告
書
第
一
珊

　
東
京
府
か
ら
新
に
公
刊
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
稻
村
講
元
、
後
藤

守
一
爾
氏
の
執
筆
に
係
る
武
藏
國
分
寺
蛙
の
調
査
を
載
せ
た
、
四

六
倍
版
、
本
文
五
十
八
頁
、
圓
版
六
十
枚
の
大
醗
で
、
同
等
蛙
に

關
す
る
各
方
而
．
の
調
査
研
究
の
網
羅
を
期
し
て
あ
る
。

　
武
藏
の
國
分
寺
は
北
多
慶
郡
に
今
も
な
ほ
其
の
寺
名
を
・
こ
ゴ
め

て
、
遽
蛙
が
割
合
に
よ
く
存
し
、
嚢
見
の
古
瓦
に
銘
文
が
現
は
し

た
も
の
が
多
い
の
故
を
以
て
古
く
か
ら
好
事
家
の
㈹
に
傳
評
せ
一
3

れ
て
る
る
。
本
．
書
は
先
づ
國
分
寺
創
建
の
歴
史
か
ら
筆
を
起
し
て

第
“
瞬
號
、
　
一
　
五
五
・
（
恩
讐
セ
Ψ



第
八
巻
　
　
漿
　
　
報

罰
寺
の
滑
革
を
細
叙
し
、
次
に
造
蛙
に
就
い
て
は
其
の
現
妖
ミ
礎

石
の
配
列
を
ば
精
密
な
寳
測
岡
に
依
っ
て
記
述
す
る
ミ
共
に
、
堂

塔
の
配
置
や
建
物
の
大
さ
の
復
原
を
も
試
み
、
後
傘
に
從
來
登
兇

の
古
瓦
を
集
大
成
し
た
岡
版
を
載
せ
、
後
藤
君
の
形
式
の
分
類
－
こ

銘
瓦
の
解
論
ε
が
加
へ
ら
れ
て
あ
る
。
是
等
の
記
蓮
は
み
な
詳
密

で
、
豊
富
な
圓
版
ミ
併
せ
見
る
に
於
い
て
同
寺
の
規
模
を
髪
髭
し

得
る
に
近
く
、
近
頃
績
々
創
刊
せ
ら
る
、
冬
府
縣
の
史
蹟
調
査
報

告
申
で
ま
さ
に
推
賞
に
値
す
る
一
ざ
云
ひ
得
や
う
。
た
撃
讃
過
の

際
の
蜀
望
の
感
は
圖
版
の
組
合
せ
が
稽
急
な
こ
書
、
、
そ
れ
に
嚇

々
の
解
設
が
印
刷
し
て
な
い
爲
、
木
寺
の
如
き
多
く
の
礎
石
や
古

瓦
の
あ
る
場
合
、
臨
監
な
封
照
の
後
で
な
け
れ
ば
こ
の
圓
が
さ
の

歯
跡
又
は
直
証
を
示
し
て
み
る
の
や
ら
究
め
難
く
、
特
に
本
冊
の

如
き
本
文
中
隙
版
ざ
の
謝
照
の
部
分
に
比
較
的
誤
植
の
多
い
の
故

を
以
て
其
の
感
更
に
深
い
。
是
等
は
次
冊
以
下
に
考
慮
を
加
へ
ら

れ
て
完
美
な
も
の
｝
こ
な
ら
ん
こ
く
）
を
期
待
す
る
。
（
東
京
府
嚢
行
、

非
費
品
）
　
〔
以
上
梅
原
〕

第
四
　
騒
い
　
　
、
一
．
五
山
ハ
　
，
（
六
七
入
）

彙

艮蕊畢

翻
學
士
院
受
賞
瓦

解
國
論
士
院
第
一
部
に
於
て
本
年
度
の
恩
賜
賞
の
授
治
者
左
の
如

し
。　

　
一
近
世
日
本
新
民
史

　
　
一
本
右
文
粋
転
註

徳
富
猪
一
郎

柿
村
，
重
松

　
　
　
⑳
史
學
研
究
會

例
會
　
丁
抹
人
一
．
ユ
9
H
肖
。
ぎ
頓
氏
の
寄
購
に
よ
り
今
回
新
た
に
丈

學
部
陳
列
館
に
到
著
し
た
る
原
大
模
型
の
大
秦
景
敏
流
行
中
國
碑

が
同
館
正
面
入
肝
の
向
っ
て
右
側
に
建
立
せ
ら
れ
薫
る
を
機
ミ
し

六
月
二
十
三
日
午
後
一
時
牟
よ
り
文
墨
部
第
六
教
室
に
て
本
會
例

會
を
兼
ね
、
右
建
立
記
念
講
演
會
を
開
き
、
景
敏
碑
關
係
の
多
撒

史
料
を
も
展
観
に
供
ぜ
り
。
當
日
來
會
者
百
五
十
名
に
蝕
り
、
弼

に
な
く
會
場
…
に
溢
る
、
。
が
如
き
成
㎜
況
を
口
王
せ
り
。
午
後
六
時
散
・
曾

す
。
こ
の
日
の
講
演
要
頭
左
の
如
し
。

、
一
、
組
先
崇
拝
＄
我
國
の
封
建
制
度


